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⼤項⽬ 中項⽬

法⼈名称 社会福祉法⼈ ⾼千穂町社会福祉協議会

住  所 宮崎県⻄⾅杵郡⾼千穂町⼤字三⽥井750番地7

代表者名 会⻑ 興 梠 久 利

構  成 理事8名、監事2名、評議員15名、職員18名

事業概要 居宅介護⽀援事業、特定相談事業、地域福祉事業、サロン事業

ボランティアセンター事業

事業所名称 社会福祉法⼈ ⾼千穂町社会福祉協議会

住  所 宮崎県⻄⾅杵郡⾼千穂町⼤字三⽥井750番地7

理  念 常に住⺠本位を第⼀に、誰もが住み慣れた地域で安⼼して

暮らしていけるよう、様々な課題や住⺠ニーズを的確に把

握し、各種福祉事業を展開していく。

学  則 学則のとおり

研修施設 ⾼千穂町⽼⼈福祉館

施設設備 ⼤広間

対  象 原則⾼千穂町に住所を有する者及び町内の介護施設に勤務

する者

研修⽇程 令和６年８⽉６⽇（⽕）〜令和６年１２⽉１７⽇（⽕）まで

計１３２時間

定  員
１０名 ※５名未満の場合は中⽌する可能性もありますので、ご
了承下さい。

指導者数 １４名

募  集 令和６年６⽉１⽇から⾼千穂町社会福祉協議会及び⾼千穂

町役場福祉保険課、保健福祉総合センターに掲⽰するととも

に、ホームページ及び防災⾏政無線により募集する。

申し込み ⾼千穂町社会福祉協議会及び役場福祉課、保健福祉総合センタ

ーに備えてある受講申込書により申し込む。

費  ⽤ １５，０００円（受講料、教材費含む）

留意事項 開講⽇までに納⼊する。納⼊済の費⽤については返⾦しない。

課程責任者 課程編成責任者名：事務局次⻑ 永野 悟

https://takahuku.or.jp
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⼩項⽬

研修の
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科⽬別シラバス シラバスのとおり

科⽬別担当教官名

１ 職務の理解

「多様なサービスの理解」                永野 悟

「介護職の仕事内容や働く現場の理解」          永野 悟

２ 介護における尊厳の保持・⾃⽴⽀援

「⼈権と尊厳を⽀える介護」               藤⽥ 千惠

「⾃⽴に向けた介護」                  藤⽥ 千惠

３ 介護の基本

「介護職に役割、専⾨性と多職種との連携」        安在 静代

「介護職の職業倫理」                  安在 静代

「介護における安全の確保とリスクマネジメント」     安在 静代

「介護職の安全」                    安在 静代

４ 介護・福祉サービスの理解と医療との連携

「介護保険制度」                    押⽅ 久美⼦

「医療との連携とリハビリテーション」          押⽅ 久美⼦

「障害者⾃⽴⽀援制度およびその他の制度」        押⽅ 久美⼦

５ 介護におけるコミュニケーション技術

「介護におけるコミュニケーション」           藤⽥ 千恵

「介護におけるチームのコミュニケーション」       藤⽥ 千恵

６ ⽼化の理解

「⽼化に伴うこころとからだの変化と⽇常」        佐藤 博美

７ 認知症の理解

「認知症を取り巻く環境」                安在 静代

「医療的側⾯から⾒た認知症の基礎と健康管理」      安在 静代

「認知症に伴うこころとからだの変化と⽇常⽣活」     安在 静代

「家族への⽀援」                    安在 静代

研修カリ
キュラム

「⾼齢者と健康」                    佐藤 博美          



８ 障害の理解
「障害の基礎的理解」                  ⽊下 留美⼦
「障害の医学的側⾯、⽣活障害などの基礎知識」      ⽊下 留美⼦
「家族の⼼理、かかわり⽀援の理解」           ⽊下 留美⼦

９ こころとからだのしくみと⽣活⽀援技術
〇基本知識の学習
「① 介護の基本的な考え⽅」              橋本 塁
「② 介護に関するこころのしくみの基礎的理解」     興梠 公⼦
「③ 介護に関するからだのしくみの基礎的理解」     興梠 公⼦

〇⽣活援助技術の講義・演習
「④ ⽣活と家事」                   ⾺崎 玲⼦
「⑤ 快適な居住環境整備と介護」            ⾺崎 玲⼦
「⑥ 整容に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた介護」
                            興梠 公⼦
「⑦ 移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた介護」
                            興梠 公⼦
「⑧ ⾷事に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた介護」
                            柳⽥ 佳耶
「⑨ ⼊浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた
   介護」                      ⾺崎 玲⼦
「⑩ 排泄に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた介護」
                            橋本 塁
「⑪ 睡眠に関連したこころとからだのしくみと⾃⽴に向けた介護」
                            橋本 塁
「⑫ 死にゆく⼈に関連したこころとからだのしくみと終末期介護」
                            橋本 塁

〇⽣活⽀援技術演習
「⑬ 介護過程の基礎的理解」              ⽊下 留美⼦
「⑭ 総合⽣活⽀援技術演習」              ⽊下 留美⼦

１０ 振り返り
「振り返り」                      永野 悟
「就業への備えと研修終了後における継続的な研修」    永野 悟

研修カリ
キュラム



科⽬別特徴
１「職務の理解」
  必要に応じ施設の⾒学等を⾏う
２「介護における尊厳の保持・⾃⽴⽀援」
３「介護の基本」
４「介護・福祉サービスの理解と医療との連携」
５「介護におけるコミュニケーション技術」
６「⽼化の理解」
７「認知症の理解」
８「障害の理解」
  講義と演習を⼀体で実施する
９「こころとからだのしくみと⽣活⽀援技術」
  講義と演習を⼀体で実施する
１０「振り返り」
講義と演習を⾔ったで実施し、必要に応じ施設の⾒学等を⾏う

添削問題は⾃宅学習により⾏う。提出は配付⽇の次の講義の時
とする。添削問題の合格基準（１００点満点で７０点以上）に
達した場合修了認定する。合格基準に満たない場合は再学習の
うえ合格基準に達するまで再提出とする。

※ 対⾯指導については、担当講師がテキストに沿って⾏う。
研修カリキュラムのすべてを受講し、添削問題の評価基準を満
たした受講⽣に修了試験（筆記試験）を⾏い、合格基準（１０
０点満点で７０点以上）に達した場合修了認定する。基準に満
たない場合は、補講のうえ再試験を実施する。ただし、再試験
は２回とする。 評価者：永野 悟

 

修了評価の
⽅法

研修カリ
キュラム

通信の⽅法通 信

修了評価



講師情報 講師⽒名  現 職・資 格
押⽅久美⼦（地域包括⽀援センター保健師/看護師、保健師、介護⽀援専⾨員）
柳⽥佳耶（保健福祉総合センター管理栄養⼠/管理栄養⼠）
永野 悟（社協事務局次⻑/介護福祉⼠）
⽊下留美⼦（社協地域福祉係⻑/介護福祉⼠）
藤⽥千恵（社協介護⽀援専⾨員/介護福祉⼠、介護⽀援専⾨員）
橋本 塁（特別養護⽼⼈ホーム雲居都荘/介護福祉⼠、介護⽀援専⾨員）
興梠公⼦（特別養護⽼⼈ホーム雲居都荘/介護福祉⼠）
橋本敏幸（サン・ルーム皇寿の⾥/介護福祉⼠）

寺尾豊⼦（訪問介護事業所サン・ルーム⾼千穂/介護福祉⼠）
⼯藤千鶴（訪問介護事業所サン・ルーム⾼千穂/介護福祉⼠）
佐藤博美（養護⽼⼈ホームときわ園施設⻑/介護福祉⼠）
安在静代（グループホーム鶺鴒施設⻑/介護福祉⼠）
平成２９年度 １回開催 受講者数：１８名 修了者数：１８名
平成３０年度 １回開催 受講者数：１４名 修了者数：１４名
令和元年度  １回開催 受講者数： ８名 修了者数： ８名
令和２年度  １回開催 受講者数：１０名 修了者数：１０名

申し込み・資料請求先
・宮崎県⻄⾅杵郡⾼千穂町⼤字三⽥井７５０番地７
 社会福祉法⼈ ⾼千穂町社会福祉協議会
 電話（０９８２）７２−３６６３
・宮崎県⻄⾅杵郡⾼千穂町⼤字三⽥井４３５番地１

⾼千穂町保健福祉総合センター げんき荘
 電話（０９８２）７３−１７１７
法⼈の苦情対応者名・役職・連絡先
 佐藤 英次 ⾼千穂町社会福祉協議会 事務局⻑
 電話（０９８２）７２−３６６３
事業所の苦情対応者名・役職・役職・連絡先
 同 情

※１ インターネット上のホームページにより情報を公開すること（新たに事業を開始しよう
とする者は、指定の決定を受けた⽇以降に情報を公開すること）。

※２ サーバーは、法⼈ごと事業所ごとに⾃ら確保すること。
※３ 研修のスケジュールは、事業計画書を提出したもののみ公開すること。
※４ 事業者間の⽐較を容易なものとするため、基本的な構成は変更しないこと。

連絡先等

令和３年度  １回開催 受講者数：１０名 修了者数：１０名

実績情報

甲斐寿⼦（サン・ルーム皇寿の⾥/介護福祉⼠）

令和４年度  １回開催 受講者数： ９名 修了者数： ９名

⾼千穂町役場福祉保険課
電話（０９８２）７３−１２０２

令和５年度  １回開催 受講者数：１０名 修了者数：１０名


